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建設水道委員会記録 
   

○開催日時 

平成２９年６月２９日 午前９時５７分～午前１１時４６分 

───────────────────────────────────────── 

○開催場所 

第２委員会室 

───────────────────────────────────────── 

○出席委員（６人）

   委 員 長  福 元 光 一 

   副委員長  森 永 靖 子 

委  員  大田黒   博 

委  員  宮 里 兼 実 

委  員  川 添 公 貴 

委  員  成 川 幸太郎 

───────────────────────────────────────── 

○その他の議員 

   議  員  下 園 政 喜 

 

議  員  松 澤   力

───────────────────────────────────────── 

○説明のための出席者 

   建 設 部 長  泊   正 人 

   建 設 政 策 課 長  須 田 徳 二 

   建 設 整 備 課 長  吉 川 正 紀 

   建 設 維 持 課 長  内 田 俊 彦 

   都 市 計 画 課 長  伊 東 理 博 

   区 画 整 理 課 長  川 畑   稔 

   入来区画整理推進室長  引 地 明 吉 

建 築 住 宅 課 長  福 島 和 朗 

────────────────── 

水 道 局 長  新 屋 義 文 

水 道 管 理 課 長  草 留 隆 志 

水 道 工 務 課 長  四 元 新 一 

下 水 道 課 長  徳 重 勝 美 

───────────────────────────────────────── 

○事務局職員 

  議 事 調 査 課 長  砂 岳 隆 一 議 事 グ ル ー プ 員  藤 井 朋 子 

───────────────────────────────────────── 
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○審査事件等 

審 査 事 件 等 所 管 課 

議案第９４号 平成２９度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算 

議案第９３号 平成２９年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

水 道 管 理 課 

水 道 工 務 課 

議案第９３号 平成２９年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

下 水 道 課 

（所管事務調査） 建 設 政 策 課 

議案第９３号 平成２９年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

建 設 整 備 課 

議案第９０号 市道路線の廃止及び認定について 

議案第９３号 平成２９年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

建 設 維 持 課 

（所管事務調査） 都 市 計 画 課 

（所管事務調査） 区 画 整 理 課 

（所管事務調査） 入来区画整理推進室 

議案第９１号 薩摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第９２号 薩摩川内市一般住宅条例の一部を改正する条例の制定について 

（所管事務調査） 

建 築 住 宅 課 

─────────────────────────────────────── 
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△開  会 

○委員長（福元光一）ただいまから建設水道委

員会を開会いたします。 

 本日の委員会は、お手元に配付してあります審

査日程により審査を進めたいと思いますが、御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）御異議ありませんので、

お手元に配付しております審査日程により審査を

進めます。 

 ここで、傍聴の取り扱いについて申し上げます。 

 現在のところ、傍聴の申し出はありませんが、

会議の途中で傍聴の申し出がある場合は、委員長

において随時許可します。 

────────────── 

△水道管理課・水道工務課の審査 

○委員長（福元光一）それでは、水道管理課及

び水道工務課の審査に入ります。 

────────────── 

△議案第９４号 平成２９年度薩摩川内市

簡易水道事業特別会計補正予算 

○委員長（福元光一）まず、議案第９４号平成

２９年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予

算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道工務課長（四元新一）それでは、予算に

関する説明書（第１回補正）の４２ページをお開

きください。 

 まず、歳出から説明いたします。 

 ２款１項１目施設整備費４,７５１万６,０００

円の増額は、右側説明欄のとおり、上甑島及び下

甑島簡易水道建設事業費に係る経費で、委託料や

工事請負費等を計上しております。 

 ここで、事業概要について説明いたしますので、

第１回補正予算の概要の１０ページをお開きくだ

さい。 

 まず、上段の上甑島簡易水道整備事業につきま

しては、上甑地域において、県道桑之浦里港線の

老朽化した配水管の布設替えを６３０メートル計

画しております。中段の下甑島簡易水道整備事業

については、鹿島地区において国庫補助事業によ

り実施中の配水管の布設替えにあわせまして、補

助対象とならない給水管の布設替えについて特定

離島ふるさとおこし推進事業を活用して実施する

もので、今年度は７０戸を予定しているところで

ございます。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

予算に関する説明書に戻っていただいて、３９ペ

ージをお開きください。 

 ４款１項１目簡易水道事業補助金、補正額  

３,５４２万４,０００円は、県からの特定離島ふ

るさとおこし推進事業補助金でございます。 

 次の４０ページ、６款１項１目一般会計繰入金、

補正額４９万２,０００円は、特定離島ふるさとお

こし推進事業に係る一般会計からの繰入金でござ

います。 

 次の４１ページ、９款１項１目簡易水道事業債、

補正額１,１６０万円につきましても、特定離島ふ

るさとおこし推進事業にかかわるものでございま

す。 

 ここで前に返っていただきまして、３６ページ

をお開きください。 

 第２表、地方債補正をごらんください。 

 今回の特定離島ふるさとおこし推進事業に係る

財源を加えまして、限度額を３,０７０万円に変更

するものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福元光一）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 
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△議案第９３号 平成２９年度薩摩川内市

一般会計補正予算 

○委員長（福元光一）次に、議案第９３号平成

２９年度薩摩川内市一般会計補正予算を議題とし

ます。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道工務課長（四元新一）それでは、水道管

理課・水道工務課分の補正予算について説明いた

しますので、補正予算に関する説明書（第１回補

正）の１９ページをお開きください。 

 ４款３項１目水道費、補正額４９万２,０００円

は、先ほど議案第９４号で説明いたしました、上

甑島及び下甑島簡易水道建設事業に係る簡易水道

事業特別会計への繰出金であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福元光一）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第９３号一般会計補正予算の審査

を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（福元光一）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局から説明がありますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）これより所管事務全般に

ついて質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（宮里兼実）これから先をどういうふう

に、甑島とかよそのほうがいつも出てくるんです

けど、私の陽成校区だけが市水が通っていないと

いうことなんですけれども、薩摩川内市内で、陽

成だけでしょう、市水が通っていないのは。だか

ら、質問事項がないものだから、一応聞いてみよ

うと思って。これから先、来年度で陽成小学校も

廃校になるんですけれども、学校、それと、コミ

センと幼稚園、今、高城中央幼稚園があります。

そこだけはもうちょっと何とかできないものかと。

何十年後か陽成に市水が通るのかわかりませんけ

れども、あえて陽成に市水を要望するわけではな

いんですが、市営住宅もありますし、今の小学校、

コミセン、幼稚園、それから、ふれあい館、余り

水質がよくないものですから、そこだけは何とか

考えて、考える気があるのかないのか。もう陽成

は二の次、三の次、四の次ぐらいでいいんじゃな

いかという考えなのか、課長、そこだけを隣の校

区ですから、課長の考え、局長も目をつぶって考

えておられるんですけれども、無理は言いません

けれども、それぐらいは何とかもうちょっと整備

改善をしていただけないかなと、要望です。何か

ありましたら、課長。 

○水道工務課長（四元新一）今の旧川内市内で

給水区域に入っていないところは陽成地区と吉川

地区、上田海地区がございます。この３地区につ

きましては、以前からいろいろと要望をお聞きし

たり、地元からの要望もあがってまいりまして、

個別に給水接続の要望等をとった経緯もございま

す。あわせまして、新幹線の湧水を吉川地区に水

源として確保した経緯もございます。そういった

ことから、可能ならば整備をしていきたいという

思いの中で今まで進めてまいりましたが、なかな

か個別に回っていますと、接続していただけると

ころが少ないと、そういったとき、水道事業とし

て経営上成り立たないということで、これまでな

かなか整備が進まなかったという経緯がございま

す。 

 今後の見通しにつきましては、人口も減ってく

る、当然給水、配水量も減ってきまして、料金も

なかなか収入があがらないという状況の中で、整

備するということについてはちょっと今のところ

は考えておりません。 

 今後、どうしても全体的に必要性があると、当

然、今ボーリングとか、井戸とかされていますの

で、それらにふぐあいが生じて、どうしても上水

道の整備が必要となってくれば、またその時点で

当然考えなければいけないというふうには考えて

おります。 

○委員（宮里兼実）よろしく。 

○委員長（福元光一）何カ所か水質の悪いとこ

ろがあるという質問もあったんだけど、そこはど

う考えておられるのか。 

○水道工務課長（四元新一）具体的にそこがど
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の辺ということがはっきりわかれば、またこちら

から行って調査というのもできるんですが、実際

は井戸とか、ボーリングにつきましては、個人で

個別に水質検査をしていただくというふうになっ

ておりますので、集団で悪いところとかとなって

きますとまたちょっと状況はこちらのほうもいろ

いろとお手伝いはできるかと思いますけど、個別

でしたら、井戸をもっと深くするとか、ボーリン

グをしていただくとか、そういった対応でしてい

ただきたいと考えているところでございます。 

○委員長（福元光一）宮里委員、今の答弁でよ

ろしいですか。 

○委員（宮里兼実）はい、いいです。 

○委員長（福元光一）ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑がないと認めます。 

 以上で、水道管理課及び水道工務課を終わりま

す。御苦労さまでした。 

────────────── 

△下水道課の審査 

○委員長（福元光一）次は、下水道課の審査に

入ります。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（福元光一）それでは、付託された議

案はありませんので、所管事務調査を行います。 

 当局から説明がありますか。 

○下水道課長（徳重勝美）おはようございます。

今回は報告事項はございません。 

○委員長（福元光一）所管事務全般について質

疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 以上で、下水道課を終わります。御苦労さまで

した。 

 ここで休憩します。 

         ～～～～～～～～～～ 

         午前１０時１０分休憩 

         午前１０時１２分開議 

         ～～～～～～～～～～ 

○委員長（福元光一）休憩前に引き続き、会議

を開きます。 

────────────── 

△建設政策課の審査 

○委員長（福元光一）次は、建設政策課の審査

に入ります。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（福元光一）それでは、付託された議

案はありませんので、所管事務調査を行います。 

 当局に説明を求めます。 

○建設政策課長（須田徳二）今回は、本年度、

国、県等が本市で実施しております主な事業につ

いて、簡単に御説明したいと思います。 

 別冊となっております委員会資料、建設部の１

ページをお開きください。 

 平成２９年度事業実施箇所の位置図であります。 

 まず、左上の①でありますが、国土交通省鹿児

島国道事務所が実施しております、南九州西回り

自動車道阿久根川内道路であります。 

 平成２７年度に新規事業化され、平成２７年度

に全線２２.４キロの測量が実施され、昨年度は、

道路設計に必要な地質調査（ボーリング調査）に

なります、これと一部阿久根市側の道路設計が実

施されております。 

 本年度は、引き続き地質調査７９カ所を実施す

るとともに、（仮称）西目インターチェンジから

薩摩川内水引インターチェンジ間の道路設計が予

定されているところであります。 

 また、阿久根インターチェンジから（仮称）西

目インターチェンジ間では、先月、用地買収対象

者に対し設計説明会等があり、今年度、用地幅杭

を設置した後、一部用地買収に着手されることと

なっております。 

 次に、右中ほどの②は、同じく国土交通省川内

川河川事務所が実施しております川内市街部改修

事業（大小路地区）であります。 

 この工事は、市の都市計画道路中郷五代線と連

携した引堤工事で、平成２６年度から工事に着手

しており、昨年度は、太平橋から裁判所通りまで

の築堤・護岸工事と肥薩おれんじ鉄道アンダー部

のボックス工事が実施されております。 
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 本年度は、引き続き肥薩おれんじ鉄道アンダー

部のボックス工事と、新たに肥薩おれんじ鉄道の

橋梁かけかえ工事が着手されるほか、新幹線橋脚

鞘管工事や下内田樋管改築工事、それと、太平橋

から上流約２００メートルの築堤護岸工事が予定

されているところでございます。 

 なお、肥薩おれんじ鉄道部と新幹線部の工事は、

肥薩おれんじ鉄道とＪＲにそれぞれ委託され、鉄

道事業者において工事が実施されることとなりま

す。 

 また、昨年１２月議会の本委員会で説明もいた

しましたが、この引堤事業にあわせて実施してお

ります川内市街部かわまちづくり事業（大小路地

区）につきましては、平成２６年度から地域の

方々や関係団体等で立ち上げました「せんでがわ

夢みる会」で検討され、多目的広場や遊歩道、街

灯、トイレ、ベンチ等の実現可能な整備メニュー

が決定しているところでございます。現在、引堤

工事と連携して整備を進めております。 

 この後、建設整備課のほうから補正予算の説明

がございますが、今年度、県の地域振興推進事業

の内示もいただきまして、堤防天端に設置する街

灯などの整備に係ります予算をお願いしていると

ころでありますので、よろしくお願いいたします。 

 川内川の河川敷が市民の憩いの空間として、ま

た、イベントやスポーツの広場として有効に利活

用が図られるよう、引き続き利活用と維持管理に

関する検討を進めてまいります。 

 右上の写真は太平橋下流の築堤・護岸工事の写

真で、出水期を前に急ピッチで工事が進められて

おり、堤防前面の護岸につきましてはもう既に完

成しているところであります。 

 その下の写真は、天大橋から下流の写真で、引

堤工事が完了し、広大な高水敷が生まれており、

計画では、この場所に少年サッカーコートを整備

することとしております。 

 次に、③になります、川内市街部改修事業（天

辰第二地区）で、今年度から用地取得に着手され

ることとなっております。 

 この事業につきましては、市が実施します天辰

第二地区土地区画整理事業で河川用地を確保し、

対象となる用地補償費相当額を河川公管金として

国が区画整理事業に支払う仕組みとなっておりま

す。この手法につきましては、天辰第一地区土地

区画整理事業でも取り入れた手法となっておりま

す。 

 次に、下の④は県北薩地域振興局が実施します、

県道川内郡山線宮崎工区、通称宮崎バイパスであ

ります。 

 宮崎バイパスにつきましては、宮崎町の太田機

工付近から県道川内加治木線の都市計画道路隈之

城高城線の交差点までの全体延長約６００メート

ルのバイパスで、ＪＲ鹿児島本線の踏切や日暮地

区の狭隘な箇所を迂回するものであります。この

路線は、平成２６年度から着手され、昨年度は、

用地取得と平佐川にかかる橋梁の設計並びに県道

川内加治木線との交差点の設計が実施されており

ます。 

 本年度は、引き続き用地取得を行うこととなっ

ており、県におきましては、平成３０年度には工

事に着手したいとのことであります。 

 次に、真ん中の⑤は、同じく県北薩地域振興局

が実施します、県道川内串木野線高江長崎工区で

あります。 

 高江長崎工区につきましては、南九州西回り自

動車道の高江インターチェンジから長崎堤防まで

の全体延長約３,１００メートルで、八間川から峰

山地区コミュニティセンター、高江中学校付近の

狭隘で住宅が立ち並ぶ箇所を山手側に迂回するも

のであります。 

 この路線は平成２７年度から着手され、昨年度

は用地取得と長崎堤防部の改良工事及び八間川に

かかります橋梁の設計が実施されております。 

 本年度につきましては、引き続き用地取得を行

うとともに、長崎堤防部の６００メートルの改良

工事が予定されているところであります。 

 左の写真は、昨年度に施工された長崎堤防部の

改良工事の完成区間であります。 

 次に、中央上の⑥は、同じく県北薩地域振興局

が実施します県道東郷西方港線湯之元工区、通称

湯之元バイパスと言っております。 

 湯之元バイパスは、川内高城温泉街の狭隘な箇

所を山手側に２本のトンネルで迂回する全体延長

５６０メートルのバイパス工事であります。平成

２７年度は、第２トンネル２２０メートルの本体

工事が完了し、昨年度は、１号トンネル１３７メ

ートルの本体工事に着手されております。今年度

は、引き続き第１トンネル１３７メートルの本体
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工事が実施されることとなっております。 

 左の写真は、湯之元第１トンネルを湯田側から

撮影したもので、既に陽成側まで貫通しておりま

す。 

 次に、左中ほどの⑦であります。 

 九州電力株式会社が実施しております、川内原

子力発電所迂回道路建設であります。 

 この迂回道路は、川内原子力発電所の運営に当

たり、発電所周辺の地域住民の交通安全確保と発

電所の防護対策の強化並びに避難道路の充実を図

るため、現在発電所沿いを通る県道川内串木野線

を発電所から離れた山手側に迂回させるものであ

ります。予定では、ことしの１０月までに設計を

終わらせたいとしておりましたが、相続人等の関

係地権者が市外や県外の居住者が多く、測量立ち

入り同意の折衝に時間を要したため、若干予定よ

りおくれているようでございます。今年度は、一

部の測量業務と設計業務が実施されることとなっ

ております。 

 最後に、左下の⑧は、県北薩地域振興局甑島支

所で実施されております、県道鹿島上甑線藺牟田

瀬戸架橋工区であります。 

 藺牟田瀬戸架橋工区は、全体延長５,１００メー

トルで、うち橋梁区間は１,５３３メートル、第１

橋から第４橋までの四つの橋梁で構成されており

ます。 

 現在の状況は、平成２６年度鹿島側の第１橋 

２１７メートルが完成し、平成２７年度は第３、

第４橋の下部工と第２、第３橋の上部工を実施し

ております。昨年度は、引き続き第３、第４橋の

下部工と第２、第３橋の上部工を実施したほか、

第４橋の上部工にも着手しており、下部工につき

ましては、今年８月までに全てが完成するとのこ

とであります。本年度の工事でありますが、引き

続き第２、第３、第４橋の上部工が実施されるこ

ととなっております。この藺牟田瀬戸架橋工区の

完成時期につきましては、県から平成３１年度以

降と聞いております。 

 写真は、ことし６月に撮影されたもので、第２

橋５５０メートルの上部工の工事状況を鹿島側か

ら撮影したものになります。 

 以上が、平成２９年度に実施されます主な事業

になります。このほか、川内川河川事務所におい

ては、樋門・樋管機械設備改修工事や排水機場の

機械設備改修工事、護岸根固設置工事なども実施

されることとなっております。 

 また、県事業につきましても、道路関係で改良

工事や歩道設置、橋梁工事等が、河川関係で改修

工事等、港湾関係で防波堤や岸壁の老朽対策工事

等、防災関係で砂防工事や急傾斜地崩壊対策工事

など、数十箇所の工事が予定されております。建

設政策課としましては、これらの工事が順調に進

められるよう、地元調整などに鋭意努めてまいり

たいと考えております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福元光一）ただいま当局の説明があ

りましたが、これを含めて所管事務全般について

質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ声あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 以上で建設政策課を終わります。御苦労さまで

した。 

────────────── 

△建設整備課の審査 

○委員長（福元光一）次は、建設整備課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第９３号 平成２９年度薩摩川内市

一般会計補正予算 

○委員長（福元光一）それでは、審査を一時中

止してありました、議案第９３号一般会計補正予

算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設整備課長（吉川正紀）議案第９３号平成

２９年度薩摩川内市一般会計補正予算の建設整備

課分について説明いたします。 

 まず、歳出から説明いたしますので、予算に関

する説明書（第１回補正）の２５ページをお開き

ください。 

 ８款５項５目公園緑地費で、補正額１,８００万

円の増額であります。補正の内訳は、右側説明欄

に記載の公園管理事業費の工事請負費であります。

これにつきましては、先ほど建設政策課長が説明

いたしました、川内市街部かわまちづくり事業
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（大小路地区）につきまして、県の地域振興推進

事業の採択がなされたことに伴い１,８００万円の

増額をするものです。 

 主な施設整備は、川内川の堤防管理道路上に街

灯などを設け、市民が夜間散歩のときの安全性の

確保と利便性を図るために行うものです。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただきまして１０ページをお開きく

ださい。 

 １６款２項６目土木費補助金、７節公園緑地事

業費補助金について説明いたします。補正額  

１,５００万円の増額であります。右側説明欄に記

載のとおり、地域振興推進事業補助金になります。

補助率は県から２分の１もらうこととなっており

ます。これは先ほど歳出のところで説明いたしま

した、川内市街部かわまちづくり事業（大小路地

区）の工事請負費で、県の地域振興事業費の採択

がなされたことに伴い増額するものです。 

 以上で説明を終わります。御審査方をよろしく

お願いいたします。 

○委員長（福元光一）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（川添公貴）３月議会で説明があったと

思うんですけど、街灯関係を整備するということ

で、今のこの予算１,８００万円の新たな市街部か

わまちづくり事業の中で、確か堤防の上ですよね。

下に管理道路をつくって、そこに例えば街灯をつ

けると、増水したときに流木等がひっかかって即

だめになるので、多分、施設等については、もう

一回確認なんですけど、あの図面をいただいたと

きに、全部堤防の上でしたよね、下にはないんで

すよね。 

○建設整備課長（吉川正紀）今の御質問なんで

すが、堤防の上の管理道路の端のほう、宅地、住

宅街側になると思うんですけれど、そちら側に街

灯等を設置する予定でおります。 

○委員（川添公貴）確かそのような図面を３月

に見せてもらったような気がしたので、俗に言う、

下の公園にするところ、あそこには構築物は一切

建てないということですか。 

○建設整備課長（吉川正紀）今の予定ではそう

いう川の流れを阻害するような大きな工作物は設

置しない予定でいます。一応、河川事務所のほう

がそういう工事のほうは、この辺ができるのかな

ということで今詰めていますので、簡易な小さな

ベンチとか、そういう洪水の妨げにならないよう

な低いやつがあったらできるのかなとかいうのも

ありますので、そこについてはまた河川事務所と

協議をしていきたいと思います。 

○委員（川添公貴）トイレの関係なんですけど、

この事業をされて、東郷の多目的公園広場、樋渡

川の多目的公園なんですけど、あそこにトイレが

あるのは御存じですよね。あれは最初許可がおり

なかったんです。何で建ったかというと、増水し

たときに流れていいように簡易トイレを置いたと

いう名目にしてある。何でかというと、堤防の上

につくっていただくのはありがたいんですが、下

が広いので、そういう名目で簡易トイレみたいな

感じで置けるのであれば利便性が広くなるのかな

とは思っています。わざわざ上まで行かずに。と

いうのは、その例があったもので、あのときの理

由は増水したときに流されていいやつという名目

でトイレ設置をした。可能なようであれば、この

予算の範囲内でそのような交渉を進められたらと

思うんですが。 

○建設部長（泊 正人）今、課長のほうからあ

りましたとおり、工作物というのは原則河川敷内

にはできません。トイレにつきましても、堤防天

端の河川の定規断面というのがあるんですけれど

も、それより外側に便槽とかを入れて建屋をつく

ることになります。ただ、整備された後にいろん

なイベントがあって、そのトイレだけでは足らな

いというような場合には、そういうイベントを開

催する主催者が下の広場のほうに簡易トイレを持

っていくとか、そういう対策はできていくと思い

ます。 

○委員（川添公貴）わかるんです、主催者が準

備をするというのは、いろんなことを。だから、

たとえの例を、樋渡川の件を言ったのは、そうい

う考え方でいけば、常設じゃないんだけど、構築

物とさっき質問したんです。だから、簡易に置く

わけですから、構築物でもないのかなという形で、

できれば便利なのかなということで、この予算の

範囲内でできればということでした。おっしゃる

とおり、もう置かないのが一番いいんですけど、

あの広大な面積の中で、ちょっと遠いというのも

なかなかかなとふと思ったものですから。そのよ
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うな言い回しでつけがなればどうかなということ

でした。できないということなんで、質問があっ

たときは、「市がつくらんかったど」と言ってお

きますので。 

○委員長（福元光一）ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑は尽きたと認めます。 

 次に委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第９３号一般会計補正予算の審査

を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（福元光一）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 

○建設整備課長（吉川正紀）建設整備課の所管

事務調査の報告をさせてください。 

 初めに、平成２８年度事業の分の繰越明許費の

工事等の執行状況について報告いたします。 

 駅前白和線整備事業ほか７事業を繰り越しいた

しまして、繰越額２億６,３９６万円に対し、現在

の執行額が１億７,６３３万４,０００円で、執行

率が約７０％となっております。残工事につきま

してもただいま早急に発注できるように努めてお

ります。 

 それと、平成２９年度の予算で、主に工事等の

執行状況についてちょっと報告いたします。 

 執行率が約１６％でありますが、４月からは測

量設計業務委託を先に発注する方向で業務を進め

ておりまして、委託料での執行率は約５２％であ

ります。現在、平成３２年度に開催される鹿児島

国体のための樋脇屋外人工芝競技場、ホッケー場

などの大型の施設整備の設計積算業務を行ってお

り、発注に向けて作業を現在進めております。こ

の関係も早急に発注しないと、ちょっと年度内完

成というのができませんので、今そちらのほうに

力を入れているところです。 

 また、道路や公園などの工事についても、皆さ

ん、職員の負担にならない程度には頑張ってもら

わないといけないということで、早急に今いる人

員の中で発注業務に努めておりますので、よろし

くお願いします。 

 以上で、所管事務の報告を終わります。よろし

くお願いいたします。 

○委員長（福元光一）ただいま当局の説明があ

りましたが、これを含めて所管事務全般について

質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 以上で、建設整備課を終わります。御苦労さま

でした。 

 ここで休憩します。 

         ～～～～～～～～～～ 

         午前１０時３５分休憩 

         ～～～～～～～～～～ 

         午前１０時３６分開議 

         ～～～～～～～～～～ 

○委員長（福元光一）休憩前に引き続き、会議

を開きます。 

────────────── 

△建設維持課の審査 

○委員長（福元光一）次は、建設維持課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第９０号 市道路線の廃止及び認定

について 

○委員長（福元光一）まず、議案第９０号市道

路線の廃止及び認定についてを議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設維持課長（内田俊彦）それでは、議案第

９０号の説明をいたします。 

 議案その２の９０－１ページをお開きください。 

 議案第９０号市道路線の廃止及び認定につきま

しては、１路線を廃止し、廃止した路線を含め新

たに市道認定するものでございます。 

 １枚めくっていただき、廃止位置図をごらんく

ださい。 

 今回、廃止、認定する場所は隈之城町の字平尾

賀地内でございます。現在、北薩地域振興局第２

合庁の横から上っていく道路になります。 

 廃止する路線につきましては、黒で表示をして

あります、市道隈之城・平尾賀線、延長にして 

９５メートルを廃止するものでございます。 
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 続きまして、次のページの認定位置図をごらん

ください。 

 赤で表示してございます、先ほど説明いたしま

した廃止した路線を含め、新たに延長１３８.３メ

ートルを市道認定するものでございます。 

 新たに延長する部分４３.３メートルは、平成 

２８年６月２８日に都市計画法に基づく開発行為

の許可を受け、敷地造成が行われ、これまであっ

た市道を延長する形で敷地境まで築造された道路

でございます。 

 認定する路線の名称、延長、幅員等につきまし

ては、位置図の下の凡例に記載のとおりでござい

ます。 

 今回の認定で、市道延長が１,５５０キロ９５メ

ートルとなります。 

 以上で、議案第９０号の説明を終わります。よ

ろしくお願い申し上げます。 

○委員長（福元光一）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第９３号 平成２９年度薩摩川内市

一般会計補正予算 

○委員長（福元光一）次に、審査を一時中止し

てありました、議案第９３号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設維持課長（内田俊彦）それでは、議案第

９３号平成２９年度薩摩川内市一般会計補正予算

の建設維持課分について御説明申し上げます。 

 まず、歳出から御説明いたします。 

 予算に関する説明書、２３ページをお開きくだ

さい。 

 ８款２項４目橋梁維持費です。補正額はなく、

補正後の合計も変更はございませんが、右側の説

明欄に記載のとおり、工事請負費を３,１００万円

削減し、橋梁点検業務の委託料へ組みかえを行う

ものでございます。これは、国の補助金内示に伴

うものでございます。 

 次は、２４ページをごらんください。 

 ８ 款 ３ 項 １ 目 河 川 総 務 費 で す 。 補 正 額    

２ , ６ ３ ０ 万 円 で 、 補 正 後 の 合 計 が １ 億     

３,９７１万１,０００円です。これは、右側の説

明欄に記載のとおり、急傾斜地崩壊対策事業に伴

う工事請負費２,２３０万円と委託料の４００万円

であります。これは、県より５地区分の追加の補

助金内定通知を受けたものでございます。 

 なお、追加地区につきましては、予算概要書の

１４ページの（２）－７に記載されておりますの

で、御参照ください。 

 続きまして、下の欄をごらんください。 

 ８ 款 ３ 項 ２ 目 河 川 改 良 費 で す 。 補 正 額    

３,５１０万円で、補正後の合計が３,５９０万円

です。これは、右側の説明欄に記載のとおり、特

定 離 島 排 水 路 整 備 事 業 に 伴 う 工 事 請 負 費    

３,５１０万円であります。内訳といたしましては、

甑島の里地区の排水対策のため、側溝や水路等を

整備する経費でございます。 

 次に、２６ページをお開きください。 

 ９款１項６目災害対策費でございます。補正額

２ , ０ ４ ０ 万 円 で 、 補 正 後 の 合 計 が ６ 億     

１,５０９万１,０００円です。建設維持課分は、

右側の説明欄に記載のとおり委託料の２,０００万

円でございます。これは、昨年６月から７月の豪

雨によりまして、東郷町藤川地内ののり面対策の

調査に伴う委託料でございます。調査等の詳細な

内容につきましては、予算概要書の１５ページの

（３）－２に記載されておりますので、御参照く

ださい。 

 続きまして、歳入について御説明いたします。

１０ページをお開きください。 

 １６款２項６目土木費補助金の２節河川費補助
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金であります。補正額５,４１５万円で、補正後の

合計が９,０３３万６,０００円となっております。

これは、右側説明欄の記載のとおり、先ほど歳出

で説明いたしました急傾斜地崩壊対策事業補助金

１,１１５万円と特定離島ふるさとおこし推進事業

費の２,８００万円が建設維持課分でございます。 

 以上で、建設維持課に係る平成２９年度一般会

計補正予算の説明を終わります。よろしく御審議

賜りますよう、お願い申し上げます。 

○委員長（福元光一）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（大田黒 博）東郷の藤川地区の本俣地

区ですか、のり面の、ちょっとお聞きもしたんで

すけれども、今どういう状況なのか、２,０００万

円かけて委託でどういう調査をして、どういうふ

うな経緯をたどるのか、大きな地区になっていく

のか、状況をお話しいただけますか。 

○建設維持課長（内田俊彦）前に図面を掲示し

てちょっと説明したいと思いますが、よろしいで

しょうか。 

○委員長（福元光一）よろしくお願いします。 

[内田課長が前方の図面に移動] 

○建設維持課長（内田俊彦）それでは、説明い

たします。 

 場所は、藤川に行く手前の藤川のライスセンタ

ーというのが親水公園を越えた先のほうにあると

思います。それのこちらからいきますと、左手の

山手だと認識していただければと思います。ちょ

っと場所につきましては、ここに県道が通ってお

ります。ライスセンターがこの辺にあるんですけ

ど、その反対側の山になります。 

 現状は、昨年の雨でちょうどここに市道が通っ

ているんですけれども、この山の中腹が少し崩れ

ているというようなことで、地域の方々から話が

ありました。それで、私ども現場を見にいきまし

たところ、ちょうどこの崩れた箇所の下のところ

の道路ののり面を見ますと、若干少し圧力がかか

ったような形で岩盤が剥離をしている状況が確認

されました。こういう状況でしたので、昨年７月

からすぐに伸縮計という機械を設置して、山の動

きがどうなのかというのを調査する装置がありま

すのでそれを設置をいたしました。あくまでもこ

れは表面の動きだけを観測する装置でございまし

て、４カ所、のり面の崩壊があった上のところに

１カ所、あとその中腹と山の上のほうと若干崩れ

があったところに１カ所、４カ所を設置いたしま

して１２月まで観測をした結果、こちらをちょっ

と見ていただけばわかるんですけれども、ここが

地盤の線になります。伸縮計の動きがあれば、引

っ張り側に出るとこちらの上のほうに波形が出る

んですけれども、今回のやつはマイナスの圧縮側

の少し動きがあったということで、データ的には

最大中腹のところで５ミリ程度動いているという

状況が確認をされました。大きく動いているのは

４カ所のうちの２カ所、中腹と一番上のところ、

こういったところに動きがあったということで、

この結果をもとに、県のほうに、砂防課と道路維

持課のほうに協議をしてまいりました。私どもも

どのような対策ができるのかということで両課に

行って協議をさせていただきましたところ、なか

なか今のこのデータだけでは県のほうも判断がつ

かないというようなことで、何らかの調査を、あ

る程度詳細な調査をしないと、どのような対策を

してもいいかわからないというような指導も受け

たことから、今回、予算をとりまして調査を行う

というものでございます。 

 内容につきましては、今、考えているのは、ボ

ーリングをしまして、その中に孔内傾斜計という

のを設置をして動きを観測することとしておりま

す。また、ボーリングをすることによって地層の

動きとか、そういったのがわかってくるというこ

とです。あと、現在も伸縮計はつけておるんです

けれども、その伸縮計の動き、それと、推移のほ

うもちょっとボーリングを掘って、山の中の推移

がどういうふうに影響しているのか、そういった

のを調査する予定です。 

 それから、調査するに当たりまして、現地のほ

うも測量しなければなりませんので、そういった

測量等も含めて解析業務等も考えながら、そうい

った調査をしていきたいというふうに考えており

ます。 

 その辺の調査が終われば、またその結果をもっ

て県砂防課、もしくは、道路維持課のほうに行っ

てどのような手続をしていけばいいか、協議をし

ていきたいというふうに考えております。若干調

査には時間がかかろうかと思いますけれども、協

議をしながら対応させていただきたいというふう
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に考えております。 

 以上でございます。 

○委員（大田黒 博）その山は民間なのでしょ

うか。 

○建設維持課長（内田俊彦）そうです。民地で

す。東郷支所のほうと連携をとりながら了解をい

ただいております。 

○委員（大田黒 博）あとその、調査において

今後その山全体がずれてくる、そういうのも測量

を考えているのか。 

○建設維持課長（内田俊彦）どのような状況に

あるか、ある程度また調査をさせていただいて、

どのような範囲まで影響しているのかというのも

含めて計画しております。 

○委員（大田黒 博）当然地元の説明としては、

しっかりされてですから、あと、我々にも随時報

告いただければありがたいと思います。 

○建設維持課長（内田俊彦）それでは、機会あ

るごとにまた報告はさせていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

○建設部長（泊 正人）少し補足をしますと、

今課長の説明のとおりなんですが、今後の展開と

いうことでは、そういう調査をして、道路災害復

旧工事にもっていけるのか、あるいは、県が事業

主体の地すべり対策事業というのにもっていくの

か、どちらかになっていって、工法的には全面に

擁壁を打つ工法があったり、鋼管ぐいを打ってす

べりをとめるのがあったり、あるいは、よく道路

脇にあります、大型ブロック、パネルを張って地

盤の岩盤のところまでアンカーを打って山をとめ

るとか、いろんな工法が出てくると思いますが、

災害復旧か、地すべり対策事業かどちらかのほう

に動いていければと思っております。 

○委員長（福元光一）ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 以上で、議案第９３号平成２９年度薩摩川内市

一般会計補正予算のうち、本委員会付託分につい

て質疑が全て終了しましたので、これより討論、

採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ声あり］ 

○委員長（福元光一）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（福元光一）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 

○建設維持課長（内田俊彦）それでは、所管事

務報告をいたします。 

 平成２８年度の繰越事業の進捗と要望処理状況

について報告をいたします。 

 建設維持課では、道路維持費ほか５事業を繰り

越ししております。このうち、４事業につきまし

ては既に完了済みです。残りの２事業の進捗です

けれども、一つは道路維持費の１５カ月予算でご

ざいます。工事請負費につきましては、一般工事

を２０件発注し、ほぼ執行済みでございます。委

託につきましては約６０％の進捗となっておりま

すが、早期の執行に努めてまいりたいというふう

に考えております。 

 もう一つは、橋梁維持費で８件の工事を繰り越

しし、うち５件が既に完了しております。残りの

３橋につきましても順調に作業を進めているとこ

ろでございます。 

 次に、平成２８年度の要望処理状況について報

告いたします。 

 平成２８年度の要望件数は、支所を含む全体で

１,１５６件ございました。５月末現在での処理は、

９５％の処理状況となっております。また、過年

度の処理状況といたしまして、平成２７年度が 

９６％、平成２６年度が９５％となっております。

今後も引き続き処理ができますよう、取り組んで

まいりたいというふうに考えております。 

 以上で、所管事務報告を終わります。よろしく

お願いいたします。 

○委員長（福元光一）ただいま当局の説明があ

りましたが、これを含めて、これより所管事務全
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般について質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（川添公貴）１点だけ、今月完成検査は

済まれたようでしたが、田海橋の下部工をつくっ

ていただいたんですが、こっち側に袋で土のうを

積んであるんですよね。川内川とすると堤防の天

端と土のうの高さとこっち側が、もともとの田海

川の堤防は１メートルぐらい低いんです。その天

端がちょっと低いような気がするんです。それと、

すき間があるので、あそこは御存じだと思うんで

すけど、斧渕の小路集落というところなんですけ

ど、遊水地なんです。それはもう遊水地だからど

うこうというんじゃなくて、それを覚悟した住宅

地なんですけど、今度、この梅雨のときの水かさ

が上がったときの対策をもうちょっと、もう一回

見てもらって、しておってもらえればなと。行こ

うかなと思っていたんですけど、忘れとったもの

で、ちょっとこの前ちょうど完成検査が雨の日に

あったような気がしたので、言っておけばよかっ

たなと思ったんですけど、よろしくです、そこは

見とってもらえれば。 

○建設維持課長（内田俊彦）現場のほうは私も

確認をさせていただきました。今言われていると

おり、現況の堤防との高さにつきましては、再度

確認をさせていただいて、すき間も含めまして対

応させていただきたいというふうに思います。 

○委員長（福元光一）ほかにございませんか。 

○委員（森永靖子）川内駅の自由通路はお話し

していいんですか。エレベーターがありますよ、

エレベーターは冷暖房はついていないんですか。 

○建設維持課長（内田俊彦）エレベーターのと

ころはついておりません。 

○委員（森永靖子）今あんなところでいるもん

けと言われるけど、やっぱり最初何か話をしたと

きに、設計ミスだったと。やっぱりあそこは最初

でエレベーターをつけるときに入れるべきだった

という話を聞いたんですが、それ以後、何年もた

っているのに、そのミスを、冷暖房つけるという

あれはないんですか。 

○建設部長（泊 正人）私も建設維持課長をし

た経験がありますけれども、あそこのエレベータ

ーに冷暖房をという話は承知しておりません。初

めて聞いたところですが、２階までですので、必

要なのかどうか、メーカーにもちょっと問い合わ

せてみます。 

○委員長（福元光一）いいですか。市民からの

声もあったと思いますから、検討してみてくださ

い。 

 ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 以上で、建設維持課を終わります。御苦労さま

でした。 

○委員長（福元光一）ここで休憩します。 

          ～～～～～～～～～ 

          午前１１時３分休憩 

          ～～～～～～～～～ 

          午前１１時４分開議 

          ～～～～～～～～～ 

○委員長（福元光一）休憩前に引き続き、会議

を開きます。 

────────────── 

△都市計画課の審査 

○委員長（福元光一）次は、都市計画課の審査

に入ります。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（福元光一）それでは、付託された議

案はありませんので、所管事務調査を行います。 

 当局に説明を求めます。 

○都市計画課長（伊東理博）所管事務調査につ

きまして、１件報告させていただきます。 

 平成２８年度予算を繰り越しさせていただいて

おります中郷五代線整備事業の現在の進捗状況に

つきまして、資料はございませんが、口頭のみで

簡単に報告させていただきます。 

 中郷五代線の事業範囲ですが、天大橋の上流か

ら太平橋までの延長１.１キロメートルでございま

す。このうち４６０メートルの道路工事が完了し

ておりまして、進捗率は４２％となっております。

御存じのとおり、天大橋上流から河川事務所前の

３８０メートル区間については、昨年より供用開

始されております。 

 用地取得はほぼ完了しておりまして、手続中の

１件を残すのみとなっております。 

 今年度の工事ですけれども、肥薩おれんじ鉄道
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との立体交差部の工事を前年度に引き続き行って

おりまして、その立体交差部の前後の道路工事も

行う予定です。 

 また、看護専門学校付近にあります下内田排水

樋管の改築工事にも着手しておりまして、あわせ

て道路整備も行う予定となっております。 

 今年度も川内川河川事務所及び肥薩おれんじ鉄

道と連携を密にし、事業進捗を図ってまいります。 

 簡単ではございますけれども、中郷五代線の整

備事業の報告は以上であります。 

○委員長（福元光一）ただいま当局の説明があ

りましたが、これを含めて所管事務全般について

質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（宮里兼実）課長は、まだ今来られたば

かりで。部長、中郷五代線の天辰はあれはいつご

ろまでかかるか。白浜、天辰、楠元。 

○建設部長（泊 正人）天辰のほうにつきまし

ては、この後、区画整理課のほうで、課長のほう

に説明をさせていただきます。 

○委員長（福元光一）ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 以上で、都市計画課を終わります。御苦労さま

でした。 

────────────── 

△区画整理課の審査 

○委員長（福元光一）次は、区画整理課の審査

に入ります。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（福元光一）それでは、付託された議

案はありませんので、所管事務調査を行います。 

 当局に説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）それでは、所管事

務について、天辰第一地区、第二地区の現在の進

捗状況について、図面にて説明したいのですが、

よろしいでしょうか。 

○委員長（福元光一）どうぞ。 

[川畑課長が前方の図面に移動] 

○区画整理課長（川畑 稔）それでは、天辰第

一地区と第二地区の現在の進捗状況について、御

説明させていただきたいと思います。 

 まず、天辰第一地区なんですけれども、現在、

約９０％が事業進捗を行っておりまして、現在、

第２三堂橋の橋梁の上部工をかけているところで

ございます。この周辺を本年度、整備を進めてい

くということで、赤のところが本年度舗装工事を

行っているところでございます。 

 それから、昨年度、３月補正で天辰第二地区か

ら委託料を４,０００万円ほど繰り越したわけでご

ざいますけれども、それにつきましては、現在も

う天辰、ほとんど整備を進めておりますので、確

定測量を行っております。特に、純心女子大学の

外周につきましては、地籍測量で、当時の測量と

現在の測量の誤差等もありますので、境界を復元

しながら地権者と協議を進めているというところ

でございます。 

 それと、碇山の周辺なんですけれども、この周

辺につきましても、境界立ち会い、境界の復元を

委託を発注しているところでございます。 

 それから、残りにつきましては、確定をですね、

出来形確定測量を行っていくということで、随時

でき上がったところについては、もう面積確定を

していくというような形で進めているところでご

ざいます。 

 それから、天辰第二地区につきましては、平成

２９年度に、全体を仮換地指定をしようというこ

とで、現在委託をして、各個人の土地を位置づけ

を決めながらどの位置にしようかと、そのような

形で今計画を進めているところでございます。先

ほど河川の話がありましたが、河川につきまして

は、河川公管金をもらうために、平成２９年度、

国と協議を進めておりまして、現在、３９戸の 

８８棟のこの補償費を河川事務所で算定をしてい

ただいております。それと用地の補償で最終的に

河川公管金の額が決定するということで、 １２

月ごろまでに何とか仮換地指定までいきまして、

明けて１月に覚書の締結をしていきたいなという

ふうなことでございまして、香田樋門からこの旧

堤につきましては、平成３６年から３８年までに

取り除くということで、その前に新しい堤防を平

成３２年から３６年まで約５年間にかけてつくり

上げていくということでございまして、私たちと

しましても、もうこの河川の引堤のエリアの建物

等を早く移転するということで、この周辺を早目
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に整備せざるを得ないかなということと、あと、

天辰第一地区と第二地区の段差のところを早目に

整備しないと、第一地区が完了しないということ

で、来年度からこの周辺も仮換地を指定して早目

に整備を進めていくということで、河川側とこの

区域境を整備していくというような形で今後行っ

ていくということで、現在、仮換地指定に向けて

手続を進めるということで動いております。 

 あとは、河川事務所と並行になりながら協議を

進めていくということで行っているところでござ

います。 

 以上、内容としましては、状況としましてはそ

ういうことでございます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○委員長（福元光一）図面をもって説明があっ

たんですけど、何か委員の方から聞きたいことは

ございませんか。宮里委員、いいんですか。 

○委員（宮里兼実）道路のことやったんだが、

天辰の。どうなったね、皿山の途中まで途切れて

いるがね。そこのことやったんだが、いつごろま

でかかるのか。 

○区画整理課長（川畑 稔）今の流れでは、新

堤を平成３４年までにつくり上げるということで

国とやっているんですけれども、６年くらいです

か。それで、一応建物をこちらのほうに移転する

ということで、当然ある程度盛らないとできない

ということで、まずは堤防を先につくりまして、

それに私たちが後から造成で盛っていって、新し

く道路をつくるというような流れになりますので、

堤防を一旦つくり上げて、それからですので、堤

防の後につくらざるを得ないのかなと。ただ、皆

さん心配されているんですけれども、仮設道路を、

今の道路が狭いですので、あれより広い道路を仮

設で当然つくり上げていきながら造成を進めてい

くということで、私たちとしましては、８８棟 

３９戸の地権者の方々と第一地区にも土地を持っ

ている方もいらっしゃるものですから、そこに先

に新しく家をつくってもらったり、もしくは、も

うつくらないと、子どもたちと一緒に住むという

ような話やらいろいろ今後出てくると思いますか

ら、その辺を優先しながらつくり上げていきたい

というようなふうに考えているところでございま

す。心配にされています道路につきましては、そ

ういう形で安全・安心の道路をつくっていきたい

と思っているところです。あくまでも仮設道路で

すけれども。 

○委員長（福元光一）いいですか。ほかにござ

いませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 以上で、区画整理課を終わります。御苦労さま

でした。 

────────────── 

△入来区画整理推進室の審査 

○委員長（福元光一）次は、入来区画整理推進

室の審査に入ります。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（福元光一）それでは、付託された議

案がありませんので、所管事務調査を行います。 

 当局に説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（引地明吉）入来区画

整理推進室です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、所管事務調査ということで、全体事

業の進捗状況、そして、今年度の実施状況、繰り

越しの状況、最後に事業計画の変更について、口

頭にて説明をさせていただきます。 

 まずは、全体の事業の進捗についてですが、事

業費ベースでいきますと、全体事業費で６６億円

に対しまして、平成２８年度までの執行済みが 

５３億５,０００万円ほどでございまして、執行率

としましては約８１％となっております。建物移

転につきましては、計画戸数が１９５戸、これに

対しまして平成２８年度末で１６８戸移転が済ん

でおります。執行率は８６％となっております。 

 続きまして、本年度の実施状況についてです。 

 工事につきましては、造成工事、舗装工事を発

注をしております。現在の発注額で約６６０万円

ほどでございまして、執行率は６.２％であります。

建物移転につきましては、今現在、委託に出して

おりまして、その補償額が確定をし次第、随時交

渉を行っていくこととしておりまして、本年度は

１３戸ほどを予定をしております。 

 それから、繰り越しにつきましてですが、  

３１０万円ほど平成２８年度から繰り越しをして
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おります。この３１０万円は建物補償がほとんど

でございまして、平成２８年度に移転の契約が整

ったんですけれども、その移転、取り壊しが間に

合わずに繰り越したものでありまして、９月ごろ

には取り壊しが終わるものと思っております。 

 最後に、事業計画の変更についてですけれども、

現在実施中の事業は、平成１２年度から３０年度

までの１９年間となっております。それで現在に

至っておりますが、平成２７年度から、国の交付

金の割り当てが非常に厳しくなりまして、私ども

が要望します交付金の額に対しまして十分な予算

措置がなされておりません。平成２８年度は更に

厳しく、本年度も厳しい状況であります。このよ

うなことから、平成３０年度の事業完了が見込め

ないために、事業期間の変更をするものでありま

して、事業期間を３年間延伸をしまして、平成 

３３年度までとするものでございます。現在、県

と協議を進めておりまして、県との協議が整い次

第、国へ申請をする予定でございます。 

○委員長（福元光一）ただいま当局の説明があ

りましたが、これを含めて所管事務全般について

質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 以上で、入来区画整理推進室を終わります。御

苦労さまでした。 

────────────── 

△建築住宅課の審査 

○委員長（福元光一）次は、建築住宅課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第９１号 薩摩川内市営住宅条例の

一部を改正する条例の制定について 

○委員長（福元光一）まず、議案第９１号薩摩

川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定に

ついてを議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建築住宅課長（福島和朗）建築住宅課でござ

います。よろしくお願いいたします。 

 議案第９１号薩摩川内市営住宅条例の一部を改

正する条例の制定について、御説明いたします。 

 議会資料の１ページをお願いいたします。 

 改正内容は、民間事業者が建設する住宅１棟 

４０戸を市営住宅として借り上げ、運用するため

に所要の規定の整備を図ろうとするものでありま

す。 

 市営住宅の概要ですけれども、名称が若葉市営

住宅、さきの１２月議会の委員会で説明させてい

ただきました、川北地区借上型市営住宅でござい

ます。鉄筋コンクリート造５階建てで、高齢・単

身者向けの２ＬＤＫが１５戸、一般世帯向けの３

ＬＤＫが２５戸で合計４０戸でございます。建設

場所が若葉町の中パ通りの位置図で赤く塗られた

場所でございます。住宅の使用料は、入居者の所

得に応じて若干異なりますけれども、記載のとお

り、２ＬＤＫがおおむね月額２万４,０００円から

３万６,０００円、３ＬＤＫがおおむね月額２万 

８,０００円から４万３,０００円となります。 

 今後のスケジュールですけれども、先週工事が

完成をしました。先週の２２日の木曜日に完成検

査を行ったところでございます。今後、８月に入

居者募集を行いまして、９月から入居開始の予定

でございます。 

 改正後の公営住宅の管理戸数は９３団地３１８

棟２,０７３戸となります。 

 以上で、説明を終わります。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（福元光一）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決
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定しました。 

────────────── 

△議案第９２号 薩摩川内市一般住宅条例

の一部を改正する条例の制定について 

○委員長（福元光一）次に、議案第９２号薩摩

川内市一般住宅条例の一部を改正する条例制定に

ついてを議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建築住宅課長（福島和朗）議案第９２号薩摩

川内市一般住宅条例の一部を改正する条例の制定

について、御説明いたします。 

 議会資料の２ページをお開きください。 

 改正内容は、消防職員の増員に伴い、長浜城の

中住宅１戸について、月額家賃及び用途を改定し

て消防職員用にするとともに、老朽化の著しい樋

脇諏訪原住宅３棟３戸及び鹿島町藺牟田にありま

す新田住宅１棟１戸についてその用途を廃止しよ

うとするものでございます。 

 ２の月額家賃及び用途を改正する住宅の概要で

すが、下甑町長浜にあります、長浜城の中住宅は、

鉄筋コンクリート造、平家建て、２戸の長屋タイ

プ――２戸がつながったものですけれども、その

うち１戸につきましてはこれまでも消防職員用と

して運用しておりましたが、今回、もう１戸も消

防職員用として用途の改定をし、家賃は議案のほ

うに記載してございますけれども、月額家賃を 

８,０００円から１万３,１００円に改定したいと

考えております。場所は、２ページ下、長浜城の

中住宅は、下甑町長浜の地図で赤く塗られたとこ

ろでございます。 

 ３の用途廃止をする住宅は、３ページ上段、樋

脇諏訪原住宅が樋脇グランドゴルフ場の道路向か

い側の地図で赤く塗られたところでございます。 

 また、新田住宅は、鹿島町鹿島小学校の東側に

位置します、赤く塗られたところでございます。 

 改正後に市営住宅の管理戸数は８７団地１６８

棟３９９戸となります。 

 以上で、説明を終わります。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（福元光一）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（福元光一）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 

○建築住宅課長（福島和朗）建設水道委員会の

資料の２ページをお願いします。 

 まず、既存住宅改修環境整備事業、通称、住宅

リフォーム補助ですけれども、本年度の執行状況

を説明させていただきます。 

 本年度は、５月１６日から２６日までの９日間

受付を行いました。本年度は、予算額が５,３５０

万円で、そのうち３５０万円は、生活排水処理対

策強化枠としまして、公共下水道や合併浄化槽へ

のつなぎ込みに伴うトイレ等の住宅改修について、

今年度から２回目の申請を認める緩和策をとりま

して行いました。 

 受付期間中、一般枠の５,０００万円につきまし

ては応募枠いっぱいに達しましたので、抽選を行

うことなく皆さんに交付決定をすることができ、

受付を終了しております。 

 生活排水処理対策強化枠につきましては、昨日

現在、１４件の申請があり、残額１００万円程度

ございます。引き続き受付を行っておりますので、

もし希望者がおられましたらよろしくお願いした

いと思います。あと五、六件は受付可能かと考え

ております。 

 また、この事業は、平成２４年度から実施して

おりまして、実績は記載のとおりでございます。 

 続きまして、危険廃屋等解体撤去促進事業の本
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年度の執行状況について御説明させていただきま

す。 

 今年度は、４月１７日から受付を開始しまして、

現在、１２件の申請がありました。この事業は、

平成２６年度から実施しておりまして、この３カ

年間で１６６件の申請があったところです。今年

度はまだたくさん予算が残っております。希望さ

れる方がおられましたらよろしくお願いしたいと

思います。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福元光一）ただいま当局の説明があ

りましたが、これを含めて、これより所管事務全

般について質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（大田黒 博）部長にちょっと確認をさ

せていただきたいと思いますけれども、案件を踏

まえて、どういう流れか少しお話をしますので。

課長には１回確認をしたんですけど、崖下移転の

家の方が別個に家を建てたいということで、息子

さんが土地を探しておられて、その所管が財産活

用推進課でございまして、市の持ち物でしたので、

公募をかけて、その土地を、その公募をかけてそ

こを落札されて、いざ家を建てようというときに、

イエロー地区だということで。そのイエロー地区

も私もちょっと知らなかったんですが、そのイエ

ロー地区に移転をするとなると、崖下移転の補助

金等が対象外だということで、それを知らずに申

請とか、そういう手続をされたんですが、後から

わかって、その地区が補助金対象外だということ

で、少し相談も受けたんですけれども。支所のあ

たりが、支所がそういう扱いの中でしっかりと携

わる中で、どのあたりでイエロー地区のことを皆

さんに徹底して周知されておるべきだったのか、

その辺を含めて少し借り入れの２００万円か  

３００万円の補助金等についての利子等の補助が

対象だということですので、２０年、３０年した

ときに２００～３００万円の対象だということで

したけど、それにしても家を建てるとなると大き

いということで、その地区のイエロー地区がひっ

かかってしまって悩んでおられるということです

が。所管が二つ、三つになってしまって、支所を

含めてどういう流れで対応になったのかな、なる

のかなと思ったものですから、わからないときに

また祁答院支所を含めて、そういう流れを教えて

いただければありがたいんですけれども。 

○建設部長（泊 正人）済みません。崖下移転

の補助の中身については後で課長にお願いします

が、土砂災害警戒区域のレッドゾーン、イエロー

ゾーン、その指定をするに当たっては、防災安全

課、県地域振興局も一緒に動くわけです。指定を

するのは県になるんですが、建設維持課が窓口に

なって、説明会を地区、地区ごとに行います。そ

んな中で自治会長さんにお願いして、住民の方に

周知徹底をしてもらってはいるんですが、そうい

う出席率というのは非常に低いのがやはり課題で

あります。今言われましたように、知らずに家を

建てようとしたら、そういうイエローゾーンでア

ウトになったというのは水引のほうでもありまし

て、実は草道駅前の病院さんなんですが、増築を

されようとしたときにアウトだと。何も知らんか

ったという話をされていました。ただ、そういう

説明会をするときにビラは配ったんですけれども、

特に水引のそこについては、そういう方が来てい

らっしゃらないのであれば、我々なりにそういう

ところがもう少し配慮をして、そういう大事なと

ころは来て聞いてくださいというのもしないとい

けないし、今の祁答院の話にしても、説明会があ

った後にまたこういうふうになりますと、ここは

レッドゾーンに指定をされるので、そういう建築

とかが制限がかかりますというようなものをもう

少し我々のほうも周知の方法というのを考えない

といけないのかなと思って、そういうトラブルが

出てくるのが一番お互いによくないことですので、

今後はその辺はまだちょっと検討も進めていかな

いといけないなという。そのような事例が二、三

件出ていますので、そこは考えております。あと

はちょっと建築住宅課のほうから。 

○建築住宅課長（福島和朗）崖地近接等危険住

宅の移転事業補助事業について、ちょっと説明を

させていただきます。 

 先ほど大田黒委員のほうからもありましたとお

り、この事業は現在、崖下で危険なので安全な場

所に移っていただきますと、解体の補助であった

り、建物を建設する補助であったり、敷地造成で

あったり、そういうのを補助しますよという趣旨

のものでございます。今回、移転先がイエローゾ

ーンということで、レッドゾーンよりは幾らか安

全なんですけれども、やっぱり危険が伴うという
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ことで、先ほど説明がございましたとおり、市が

財活のほうで、市のほうで公売した土地がそうい

うところに入っていたということで、私なんかも

全然知らずにもう買われてからそういう相談がご

ざいまして、だったものですから、こちらのほう

としましては、そういう説明をさせてもらったん

ですけれども、委員のほうからそういう説明をし

て、またもう一回本人さんのほうには丁寧に説明

をしようということで連絡はとっているところで

ございます。本人さんはもうかわらなければもう

いいというような、そういうことでしたけれども、

今後につきましても、今、部長が申しましたとお

り、その辺の連携がいまいちだったかなというこ

とで、今後その辺については気をつけていきたい

ということでございます。 

 それと、これは補助ですので、イエローゾーン

の、ある程度危険なところは補助はちょっと出せ

ませんということなんですけれども、補助を使わ

ずに自分で家をしゃいもでつくりたいというとこ

ろであれば、法的にはイエローゾーンであればで

きないことはないという地域なんです。レッドゾ

ーンにつきましてはまだ厳しいですので、確認申

請も通常は要らない、祁答院地域でも確認申請を

とって、それなりの、例えば、擁壁を積むとか、

それなりの基礎は高くして、崩れても建物が壊れ

ないというような厳しいちょっと制限がございま

すけれども、そういうことをクリアするとできな

いことはないんですけれども、この補助の趣旨か

らすると、ちょっとそういう危険が伴われるとこ

ろは御遠慮いただきたいということで、そういう

ことになっております。申しわけございませんけ

れども、よろしくお願いします。 

○委員（大田黒 博）わかりました。ただ、イ

エローゾーンの確認をするときに、回りが田畑が

あり、家がずっと立ち並んでいるわけです。その

一角に市が持っていた、旧町が持っていた住宅が

あって、それを古くなって市が持っている土地を

公売という形でとったものですから、誰もがイエ

ロー地区に値するとか、そういうものが確認でき

なかったのがどこのミスなのかなと思いながら、

大変我々がこういう担当をしながら申しわけない

なと思いながら、思いかたでしたので、今後また

どこが注意をするべきなのか含めて気をつけたい

と思っておりますので、よろしくお願いします。 

○委員長（福元光一）ほかにございませんか。 

○委員（川添公貴）もう最後になると思います

が、危険廃屋について、総体的にもう一回確認な

んですが、どれくらいあるのかということと、書

いてなかった、資料、総体数ですね。それで、要

は、その中で行政指導をされたのは何件ぐらいあ

るのかということなんです。何でかというと、こ

の３０万円の枠のやつは、実質解体するのに  

１００万円以上かかるんですよね。どうしてもこ

の３０万円をいただけるんだけど手をつけられな

いというような状況もあるやに聞いているので、

そうしたら、もう一つの方法で行政指導という手

がないのかなと思っていたので、行政指導の件数

があったのかどうか、教えてもらえればと思いま

す。 

○建築住宅課長（福島和朗）この危険廃屋の総

体的なところなんですけれども、平成２３年度に

空き家調査をさせていただきました。全市的に行

いまして、大まかな数字ですけれども、そのうち

に空き家が約４,０００戸ございました。廃屋とい

われるやつが約１,０００戸、九百何戸だったと思

いますけれども、そのうち危険廃屋をいわれるも

の、建物自体が、例えばちょっと倒れたり、瓦が

落ちかかったり、建物自体が危険である、それと、

周りに例えば道路があったり、隣が家があるとい

う危険廃屋というのが約４００弱、３９０ぐらい

あったと思います。件数的にはそんな感じでござ

いました。 

 それで、現在、先ほどの資料にもございますけ

れども、この３年間で１６６件、全てが４００件

の中で把握していた分ではございませんけれども、

現在、そのくらいの数を、それで、今年度が今十

数件という形でなくなっているということであり

ます。 

 行政指導につきましては、結構行っているんで

すけれども、済みません、ちょっと今手元にどの

くらいの指導をしているかというのはちょっと持

ち合わせておりませんけれども、いろいろ近隣の

方、あるいは、自治会長さん等からこの建物が危

険であるということで相談を受けて、指導は行っ

ています。指導といいますか、お願いなんです。

といいますのが、指導となりますと、今特措法の

関係で、法ができましてなんですけれども、その

指導であったり、勧告であったり、そういうのと
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はちょっと違って、建築基準法的に建物につきま

しては適正な管理をしなければならないというの

がございますので、それにつきまして、そういう

危険な建物につきましては、適正に管理をしてく

ださいと。もし近隣の方に被害があったら責任が

ございますよということで、文書でお願いという

か、指導まではいかないんですけどお願いをして

いる状況でございます。件数的には相当な件数が

あがっておりますけれども、ちょっと件数、大体

の、年間、大まかですけれども、済みません、 

２００件ぐらいはあるのかなという、そういう文

書を出してお願いするのが。しかし、所有者、あ

るいは、相続人の方もわかっておられます。危険

でこれはせないかんというのはわかっておられる

んですけれども、それはわかっておると、しかし、

先立つものがということで、市の補助が３分の１

で３０万円、甑島につきましては２分の１で  

４５万円ありますけれども、本土につきましては、

例えば９０万円かかったとき３０万円で６０万円

は手出しということで、なかなか先立つものがと

いうようなことでなかなか進んでおりませんけれ

ども、お願いすることによって、例えば、東郷町

斧渕の町の中にちょっとありましたけれども、３

年目に鹿児島の方が壊していただいたりとか、そ

んな感じで１件につきまして２年、３年かけなが

ら、ぼつぼつと解体はしているような状況でござ

います。 

○委員（川添公貴）所有権が発生しますので、

財産権も発生するので、なかなか市では厳しいと

思うんです。一番ネックになっているのが、相続

の関係ですよね。これが一番ネックなので、さっ

きの特措法とおっしゃったので、あえて行政指導、

行政命令という形を、私が今質問したのは、相続

放棄をされていれば別なんだけど、相続人である

以上は管理する義務が生じるわけなので、その特

措法を利用して命令をしていただいて、例の東郷

町の分については御尽力いただいて、家がこうな

っていたんですよね。それでロープできびってあ

ったんですけど、やっと改修しましたけど、そう

いう形で努力はしていただいているんですけど、

命令等を発して、速やかにいい環境に整えるとい

うのも行政の事務負担の軽減にもつながるのかな

とは思っていますので、おっしゃる９０万円の 

３０万円というのは、そういう解体はないと思い

ます。うちの裏が５５坪の家があるんですけど、

見積もっても最低３００万円からですよね。もう

幾ら言っても解体しようとしないんです。それは

うちの親戚だから別にいいんですけど。ただ、被

害は私がくるだけです。絶対しないんです。何で

かというと相続人が東京にいるから。感覚が全く

違う。ですから、さっき言ったように、しつこい

ようですけど、行政命令等で事務負担も軽くなり

ますので、やられたらどうかなとは思っておりま

す。今後また考えていただいたらと思います。 

○委員長（福元光一）ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）質疑はないと認めます。 

 以上で、建築住宅課を終わります。当局は御苦

労さまでした。 

 ────────────── 

△委員長報告書の取り扱い 

○委員長（福元光一）以上で、日程の全てを終

わりましたが、委員会報告書の取りまとめについ

ては委員長に一任いただくことに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）御異議なしと認めます。 

 よって、そのように取り扱います。 

────────────── 

△閉会中の委員派遣の取り扱い 

○委員長（福元光一）次に、閉会中の委員派遣

についてお諮りいたします。 

 現在のところ、閉会中の現地視察等は予定して

おりませんが、今後必要となった場合の委員派遣

の取扱を委員長に一任いただきたいと思います。 

 ついては、そのように取り扱うことに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福元光一）御異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定しました。 

────────────── 

△閉  会 

○委員長（福元光一）以上で、建設水道委員会

を閉会いたします。本日は大変御苦労さまでした。 
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